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　2000 年に、南ウェールズのブレナヴォン Blaenavon 産業遺産群がユネスコから世界遺産の指定を受けた。この遺産群の中で主要な
ものは、炭坑遺産としてのビッグ・ピット Big Pit とブレナヴォン製鉄所である。私は共同研究者とともに、2011 年にこのブレナヴォ
ン世界遺産を訪れ、視察・調査を行った。この論文では、特にブレナヴォン製鉄所の遺跡に焦点を当てて、製鉄所の立地・歴史を述べ、
その遺跡建造物の保存維持を概観する。さらに、そこで働いていた人々の姿を描写する。
　In 2000 Blaenavon Industrial Landscape in South Wales was designated as a World Heritage Site by UNESCO.The most important 
industrial heritages of this site are Blaenavon Ironworks and Big Pit(coal mine). In 2011 I visited the site with my colleagues and surveyed 
the industrial heritage of colliery and ironworks. This paper, focusing on Blaenavon Ironworks, describes the  history of this ironworks and 
explain the conservation of surviving structures and the life of the people who worked there.
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　 こ の 中 心 点 に あ る の が、 ブ レ ナ ヴ ォ ン 製 鉄 所
Blaenavon Ironworks で あ る。1787 年、 当 時 は
荒野だった丘の上で創業した。製鉄は、単純化すると
FeO ＋ C=Fe ＋ CO という化学式で表される。鉄鉱石















The history and the conservation of Blaenavon Ironworks
　ブレナヴォン製鉄所は、1 世紀にわたって成長し
続けた。しかし 1860 年代に谷向かいに多くの鉄工




シドニー・ギルクリスト・トマス Sidney Gilchrist 
Thomas が 1878 年に行った、基礎的ベッセマー式製
造法 basic Bessemer process またはトマス式製造



















































　これは、バランスタワー balance tower のトンネル
へ向かう途中、エンジン・ロー Engine Row の前あた
りにある。
　この敷地は、かつては、ランドスケープの中心点で
あった。1789 年から 1900 年まで、溶けた鉄の流れ
の周りで昼夜通して行われた活動で満ちていた。コルト・









kiln で焼かれた。溶鉱炉 furnace は垂直に削り取られ
た丘の側面に建てられた。溶けた鉄は、溶鉱炉の基部か















































































The history and the conservation of Blaenavon Ironworks
ドル・レンジ the middle range には、会社の店、オフィ
ス、そして製鉄所支配人の家があった。
　もともと、ショップ、支配人の家、および事務所は、



































































































ルで 2 輪の手押し車「ダンディ dandies」に入れられ、
橋を渡って溶鉱炉へと運ばれる。かつて橋の上に「充填













りは 10 歳と 14 歳だと言っているが）。子どもたちは、
夜勤を含めて父と同じ時間働いていた。
　鉄鉱石の塊が、硫黄 sulphur・水分・泥を取り除くた
めに仮焼炉 calcining kiln で焼かれる。１対の仮焼炉
が発掘されているが、1880 年には 14 の炉があった。










































後 30 年間シロプシャー Shropshire において 10 以
上の製鉄所に導入された。最初の直接送風エンジンが、
シロプシャーのジョン・ウィルキンソンのウィリー製鉄
所 John Wilkinson's Willey Ironworks で、1776 年
据え付けられた。ウィルキンソンは、ブルトン＆ワット
Boulton & Watt の作ったエンジンから、空気圧を操





































































































　① 鉄鉱石が仮焼炉 calcining kiln の中で仮焼きされ
る。そして、燃料としてのコークス、融剤 flux として
の石灰石とともに、備蓄される。

















　⑥ 固まると銑鉄 pigs は掘り出され、砂床が再び作
成される。溶鉱炉は、数時間後にまた栓を抜いて取り出
す用意ができる。1860 年代には、１回の開栓ごとに、



































トの周りに循環送風 circular blast が付けられた（第





　鋳鉄所は、熔解した鉄が鋳床 pig bed に流れ込む時、
強い熱と赤い光で白熱する。壁の開口部は換気口となっ
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ている。1860 年代には、おそらく 12 時間の栓抜き





　 ほ と ん ど の 銑 鉄 pig iron が、 鉄 工 所 forge で 錬



























































































が、1831 年と 1887 年の会社店法 Truck Act の制
定の後も、抜け穴があった（雇い主が治安判事という場
合もよくあった）。















その関連の炭坑で働いている 13 歳未満の 185 人、お















































































［「静岡文化芸術大学研究紀要」 vol.13 2012 年所収］）
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